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提言の要約 

『水のペットボトル 1 日分の 

備蓄を住民に義務づける条例で減災対策!!』 

～自己防衛のすすめ～ 

現
状
と
課
題 

１ 災害時の食料備蓄は、住民に身近な市町村の責務であるが、財政難

等の理由から全世帯分の備蓄ができていない。 

２ 生産者や販売業者等と食料調達協定を結ぶ流通備蓄は進むが、道路

の寸断や物流事故時は、食料が被災者に届かないおそれがある。 

３ 住民の食料備蓄は努力義務で、防災訓練の場等で住民に備蓄を呼び

かけるが備蓄は進んでいない。 

４ アレルギー対応食等の公的備蓄ができていない。 

備蓄における自助、共助、公助によるリスク分散で減災 

提 言 ２ ： 避 難 所 等 の 備 蓄 物 資 の 情 報 提 供  

提 言 １ ： 条 例 に よ る 水 の ペ ッ ト ボ ト ル や ア レ ル ギ

ー 対 応 食 の 備 蓄 義 務 づ け  

 

提 言 ３ ： 水 の ペ ッ ト ボ ト ル の 備 蓄 を 促 す 仕 組 み づ

く り  

効果 

地震 原子力発電所事故 風水害 計画停電 新型インフルエンザ 

予想外の災害 

現在の役割分担 

自助：非常用備蓄（努力義務）、家具転倒防止 

共助：自主防災会等による初期消火、被害者救出 

役割分担の 

連携の強化 

自助：水、アレルギー対応食の「備蓄の義務づけ」 

脆弱性を露呈 

共助：自主防災会等による備蓄、被害者救出 

 

 公助：ライフラインの確保、食料備蓄、避難所運営 
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